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人
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あ
ふ
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叉
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(早
高
)

△優
鵬
職

主
審
岩
尾
、
刷
審
中
原
)

幸
田
(寸
激
)
ε
ー

o
程
塚
(寸
激
)

 か
ぐ
て
、
本
年
個
入
試
合
の
入
吾
渚
は

一等
率
田
、
二
等
程
獄
、
【二等
澤
田
、

相
澤
、
四
警
荒
鋤
、
幽
田
の
六
逡
手
て

あ
つ
た
疑
窟
眞
は
飼
人
試
合
に
優
勝
し

た
寸
敏
辛
田
選
手

紳
大
專

か

つ

大
高
の力
闘
及
ぱ
ず

爾譲

の
排
球
戦

舞

魁
懸
賠
鵡
艦
寧
二瞳
郵
滋

載
購

出熈
慰
乳
撫
κ
齢
は
十
九

廿
日
の
触
鴎

ハユタく
ガ

みセ

わた
に
亘
っ
て
農
學
部
コ
ー
ト
で
行
ほ
れ
た

か
、
學
舵
の
薮
擦

は
九
襟

岨鰍
鍵
が

露

だ
け
に
醗
鵜
の
鵡
離
飯
は
如
蚤

で
艇
る
麹
蝋
だ
つ
た
・
麟
百
は
リ
ー

グ
職
で
・
懲

二
隊
ぞ

敷
慰
な
し

三
融
.
四
融
の
犠

は
二
畷
こ
賑
し
て

温
き
・
鰍
膏
礫
る
七
繊
の蹴
に
㌃

ナ
メ
ソ
ト
繋

を
禦

・
蕪

轟
り
構

陣
麓
融
の
騰

と
な
つ
た

◇
第
M
日
リ
ー
グ
職

名

高
商

3
i
-
〇
四

高

廣
島
高
帥

3
i
1
1

大

高

廣
島
先
づ
り
ー
ド
一
セ
ッ
ト
を
と
つ

た
が
、
大
高
次
第
に
調
子
づ
告
う
讐

く
【
一セ
ツ
ト
を
と
る

紳

大
專

3
-
1
0
三

高

長
崎
高
商
3
i
-
〇
四

高

入

高

3
1

1
大

高

各
ポ
イ
ン
ト
に
非
常
な
接
醗
を
演
じ

八
高
第
一
セ
ッ
ト
を
と
ρ
、
第
ニ
セ

ツ
ト
は
大
高
調
千
簡
粗
に
か
つ
、
講

峠ニ
セ
ツ
ト
は
最
も
激
職
雪
ヂ
昌
ー
ス

を
ぐ
り
返
し
た
後
入
高
の
勝
、
第
四

セ
ッ
ト
双
力
と
も
か
た
く
な
つ
た
が

大
高
調
子
出
づ
周九
ー

【二
で
八

高
勝
り

憩

大

再
3
-

6

目
本
鵬
躁

長
崎
高
商
3
-

2
留

高
商

ス
コ
ア
接
近
し
玉
セ
ツ
ト
筍
つ
た
が

繭
琢
と
も
伎
楠
拙
劣

廣
島
高
師

3
1

0
八

高

蓼
日
に
備
へ
て
'へ
高
は
補
鰍
を
い
れ

た
玉
め
減
師
の
努
力
功
を
奏
す

.

日
本
闘
操
3
11

1
三

高

触.　高
ネ
バ
つ
た
が
日
閣
に
一日
の
長

あ
り

◇
第
二
R「ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試
旧A切

大

高

3
-

0

名
篇

商

憩

闘

大

3
～

0

齪
鳥
痴
師

入

高
3
-
t
2

月

題

憩

大

專
3
ー
ー
0

長
崎
高
藺

幽速
朱
の
長
崎
高
商
、
覇
者
薄
戸
商
大

を
向
31に
ま
は
し
遺
憾
無
き
ま
で
職

つ
て
相
當
の
成
績
を
獲
し
た
の
は
敗

れ
た
る
も
悔
、い
な
し

大
、

高
3
1
玉
嚇

八

適

毎
年
入
斑
に
敗
れ
て
居
る
大
葭

舎

日
の
一
戯
に
復
瞳
ぜ
ん
も
の
と
攻
守

致
に
物
す
ご
く
之
に
封
し
入
高
ほ
午

舖
の
試
合
に
疲
れ
で
.兀
菊
無
く
ス
ト

レ
ー
ト
て
敗
る

◇

優

勝

戦

紳
曲
專

三
ー

○

大

高

八
高
を
破
つ
た
大
高
ほ
全
勢
力
を
か

つ
て
稗
蘭
專
め
堅
輔
に
せ
ま
つ
た
が

流
石
に
紳
戸
鮮
か
に
大
高
を
お
さ
.

颪
鶉

備擁
醤
馨

開
催
さ
れ
た
東
海
支
部
の
庭
球
大
會
に

出
壌
通
日
健
岡
し
て
ゐ
た
が
十
八
日
の

決
勝
験
に
滲
に
優
勝
し
た
旨
庭
球
部
宛

入
電
あ
つ
た

寺
町
喰
;

登
▼

確

正
札
の
店

観
そ
舞

粟
都
専
町
御
池
肖
入

電
露
△
二
二
三
九
書

鵠 姫大麟 名大北酪 鷲 蹴1

綱 外繭 融 大鴫 留 島
高商跡語專專工高豫高1掬豫高高 高_一一

離
講

擁
編
剛燗讐
畢
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曜(目號 七 十 二 胃 第

痴

響
三
ー
凶

新
城
総
長
蹄
る

琵
彫
二
+
七
日
壁

・
潔
蟹
静
裁
・
灘

靴
椒
耀

蒙

難
誰
》
を
盤
へ嶺
く
醗

超
に
蟻

搬
を
雛

し
た
鍬
灘

藩

裁
は
暇
二
吉
翰
八
曄
葬
馨

響

碓
職
で
蹄
澱
し
た

書
記
官
き
ま
る

か
つ
て
は
胤
螺
蹴
と
し
て
臨心欝

織
の

こ
と
に
聯

雛

は
舞

華

と
し
て

豊

の
難

犠

旛
認
募

轡

て
ゐ

(
矯
籔
識
恥
は
七
月
五
R
粥
て
が
鰍
隷

め
くお

えいでん

し

記
官
識
.H等
三
級
)に
榮
萌
し
た
、
こ
才

で
掃
胤
謝
誰
齢
線
勢
蟹
へ
概
翫
懲
爬
し

く
コゐ

ずな

で
ビ

もん

き
に
瓦
る
冬
位
を
補
ふ
こ
と
が
出
來
て

ニろ

わけ

ユんロぞほはいりくて

新
城
内
閣
手
揃
ひ
と
な
つ
た
謹
だ

(窩

置
は
岸
新
書
詑
官
)

二
新
文
學
博
士

つ
い
皓
の臨

戯
趣

昨
腫
鰍
頗
蟹
躍

麦

膨
し
た
虹
馨

て
は

艶
る
告

の
張

撃

照
二
却
の
譲

を
旺
し
た

一々
笹

馨

の戴

と
禦

製
」
と

賦
す
る
聾

熱

膨
し
氏魂
漿

難

ゐ
　
のゐ
し
のロ
ゆと
の
いち
し

セ

敢
r
璽
條

い
助
犠
田
沃

、
他

は

「
ホ
ー

ヘ
ソ

け
ゐ

せ
リタ
よ
こら

ニく

ツ

オ

ル

レ
ル

ソ
家

遺

告

と
二

薯
學
侯

の

饗

骸

」
(鑑

ろ
遊

蕃

し
た

ナリゆりおろしゆケらし

げん

ドロユ

現
九
尺
数
授
長
壽
古
氏
で
あ
る

篠
除
氏
ほ
愛
媛
縣
の
人
、
大
が
気
年

の
本
學
哲
學
科
の
出
身
、
長
氏
は
東

京
肘
の
人
、
三
十
七
年
の
東
大
史
學

科
出
牙
て
あ
る

四
手
井
氏
榮
縛

駅

懸

蝦
嚢

の
四
毒

寒

離

臨
痴
は
畦
四
日
備
戴
捕
魚
理
概
原
働
灘

拠
鰹

、藷
罐

璽

餐

廊
に
獲

し
た
蓮

は
載
緻
に
あ
?
舷
緊

講

義
し
で
ゐ
た

乏大七 圏松佐富和名大山四 山愛松不

繭 腕 高鴫 ・ 晶9姻商商藺高高 商鞭 高高

專高工高葛高

五コ一四ナ

ノ

ナ

シ

ナ

ソ

ナ

ソ
ナ
シ

【二蝋ニニ一
竹ひ

高

△廣
高
i
七
向
(
愛
知
闘
躁
-
四

偶

`

マ

ノ

ん

く
ゆ

さ

も
ニ

爾繕
期
繍輪
驚
鍵

趨

"網
謝
論
雛
へ高
ユ

に二安打あつたばかりで凡退▲六
回甲南樋口遊翻失に生き緻く遊飛
失ヨ謝失に生還鱒初の一黙を墨ぐ
▲七回和灘こ好機到りi・南の混齪
に乗じ更にコ描甲南終始碩張つた
が及ぼず5甥 蔚こて{yる

嗣 井高工19-4三 重 高農
十時五分一 零時珊分

冨勃筒井(球)竹森、隔部(鱒)第一
圓爾知没手の肩定まらぬのに戚じ
竃蟹四安打て五識を先取する乏しば
繭井四の耽球と謡安打て六鮎をと
り打票繊を思は計、墨二碩L:躍野
呂の蜜打(二暫を入れたのみ'し捗
はぬ二反し曜井各回毎に好薩をつ
かみ雪々禦貼したがL圃袈降繭陶
一時闘に慨りつひにコールドゲー

ムが宣せらる

四 高12-7三 高(頒

午後3呼 一 購

審審飯島(球)=濱、友宗(墨》くヅ
テリー三高(誼地、鈴木一野瀬、四
高(小幡一柴蒐)

スメルへ
働キス井ウ

猛299

太陽燃ゆる自川原1

新 進 古 豪 の混 戦i
1全 國高導野球大會關西豫

三時三卜
)西山、赤松

高松高商
5荻 野
5關

謹 婁
8千 田
6山 谷
2日 高7柳

生1尾崎

1蓬 棊
9今 井

00=11
00霜1

京藥7

六待十分審判
(曼)

日 專
4木 戸
6山 田
1灘 井
2森
9木村英
3余 部
7木
8申
5米

01禺7
0ム国10A

廓2

村
野山

分一零時三十

一回浪高菅沼三鎖打篶

打てこ鮎を先取し先て
副關賜野村申潭の蜜重
四圓例村四球に出て日
一織を獲得し同軸と乳

を回俊以緩爾者ともメ
高寺西一鍾
失購こ一貼を獲燭満据
内澤のコ振1
綱失に出て勝部中堅1:
つたが山本の好捕に丙
羅凡退、優勝
好守に隙まれてもろく

六高14λ 対

十九日午後
十分(球審)友宗(M7「脇)月
大鰹(先}

昭三鎖打鳥居北村の安
づリPド▲ヨ

ウ潭の蜜打に一・鮎を同
騒場の寮打に
なり醜學元氣

病者とも凡退▲七圃演
大に生き菅沼遊撃ゴロ

嶺となつたが
に終る同裏關屡川村遊

こ大飛球を愈
やむ▲九回關

携候補の關學も浪高の
くも敗る

高 薔4
一時一i・臨κ分一一 三時三

木村,田中
大 高

　

　　
ほ
　
　

　

 

欝

灘雛

襯38打轍35
9安打6
2騒打0
1三振5
7四ケヒ0
5盗鎖0
3央策7
3:二打0
1三打0

 

憎鍛

舞
輪
糖
羅
鍮
蝦灘

灘
蕉≡{羅8ま至888言

日大導10

十八呂午後四時一
土田(球⊃田中.佐 田
京藥專(先)
6高
8西
1加
3清
2佐
4内
5目
7松
9竹

内田

藤
水

藤畢

岡
岡

4助 轍31
12安打7
0騒打1
2∋振11
3四死8
6盗囁6
7失策6

墾{奢茎翻8舞
浪高3A關

十九臼午煎轡 宏
ヨ宝分(球審)≡轄(鯖)石山・赤松

四帝大聯盟主催の驚七回全國高專
野球關西豫選大曾は本學農學部グ
ランワドにて十七q午龍九時孚選
手入場式、濱部委員長の始球にょ
つて開始された、本年の藩加校ほ
十九校

第一 回戦

ミ高、姫路高、浪速高、六高、高
松高商、同志計高商・京都藥專・
輻井高τ 甲南高、臼大薯、大阪
高讐專.四高、三高高農は抽籔

に上つて不職一脇となつた、戦績轟鳩よつて不職 冒磐とな た
次の如し

湘高 簡2A立 命1

十七日午前十時十分一 午
五分(球審)野臥鹸)阿部、

井3

鶏i

騎
灘

露
申
田藤
戸
笛
入

駈
黙

果
谷
井堕

谷
蛮

謡

專
墨
申
川馨
藷

謙

灘
鯛胴鞭

雛

雛
撫
紘
　灘
騨

 縛
灘翻
瀞
騨瀟
嗣罵㈱灘
講
瀧
灘
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曜し日號 七 十=胃 一堕(≡∋

矢
野
敏
授
外
遊

徽
卿
滞
野
裂
稚
灘
灘
兜
卵
熾
一嵌
卦
は

十
万
日
午
艦
八
聯
弱
甜
狐
鵬
轡
よ
り
職

艦
鍍

に
献
つ
た
・
援

シ
ベ
リ
ヤ
雛

艦
縄
呼
霞

に
却
り
綴
.齢
溺
躍
賊
を

欝

小し
・
撮

灘
・
.鵬

傍
購
瓢
眩
を

態
睨
し
て
煎
鍛
一月
蕉
謄
轍
の
欝
憲

汐

見
氏
支
那

へ

轟
纂
温
惣
灘馳
は
瀞る
夫
日灘

　
コを

と
も
と

へ

き
ん
ド
んし
ら
ら
の

　
う

つ

洲

」
田

蜘
關

東

州
を

纒

て
北

滴
洲

地

万

に

か
け

て
盤

瞳

の
紹

灘
臓

滅

力
藤

難
磯

ニ
ぜ
き
ガ
く

よ

ピロ

ら
や
さ
ん
つ
げ

も
り

究

の
士

本
月

卜
旬

廊

學

の
豫

定

で
あ

る

東
西
教
官
懇
親

捕
微
の
虻
雌
義
蝦
離
駕
齢
癒
澱
猷
ほ
弾

ゆんの
ニ

る
十
一日
か
ら
,二
日
聞
噛
催
さ
丸
売
が

虫
蕪

は
灘

蚕

聾

を
燦
め
蟄

臨

躯
ノ
民
の
戴
欝

の
識
敢
擁
か
ら

　ユ
げ

ナ

ら
い
ニん
か

の
い

軌

泄

り
,
～

ま

て
十

九
名

参

加

第

一

日

ほ
降

印

の
た

め
に

よ

び
も

の

㌔
テ

ニ

ス
戴
㌘
聴
雌
し
て
獣
膿
蹴
の
蝦
謙

臨
て
魯

廠
慶

雛

の
宏
欝
拠
に
撹

を
あ
ら
そ
つ
た
が
・
蔚
懸
に
は
歓
縢
鵬

の
榊
ポ
廊
齢
講
瞼
あ
り
・
こ
れ
に
鎌
じ

て
憲
掛

ほ
肇

腫
欝
蹟

撚
先

へつ

どりきロつ

を

ヴロんか

縛
ど
こ
ろ
,
摘
球
て
は
特
に
参
加
し
た

邸
阪
臨
L
の
嚇
罵
再
が
だ
ん
せ
ん
擢
か

や
おコ

ぐしん　へばんさんかい

っ
た

同
夜
都
ホ
テ
ル
⊂
鰍
迎
晩
餐
會一

を
催
し
た
,
歌
窃
か
ら
融
野
峨
に
で
か

け
固
徳
用
瞭
轍
秘
難
あ
い
く

趣
に
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ヨ
ソ
を
お
ほ
る

野
球
部
上
海
行

野
泌
の
妬
文

壁
購
静
は
雄
藏
印
凝
庶

騰
印
肱
臨
の
携
隙
"6
、
屈
翻
へ
凱
艦
す

る
こ
と
に
な
つ
た
が
・
こ
の
纏
隙
惚
餓レゆっ

よ
り
八
月
十
五
日
ま
で
に
著
く
よ
う
出

伽
せ
ら
れ
た
い
と
麟
欄
が
あ
っ
た
の
で

鋤

八
月
士
百
ご
ろ
の
縷

で
霧

の撫
密

な
ほ
磯
隊
の
慰
徳
に
職
し
て

ほ
砿
鞭
日
鰹
線
蹴
が
篠
職
す
る
郎

巡
回
講
演
終
ろ

議
麓
鼎
憐
鱒
の
幾
縫

ほ
弾
る
五
日

か
ら
聡
静
廊
騨
の齢
雌
・
か
憶
・
欝

鏡
織
・
難

雌

纐
静

翻
馳
の
誰

穿
巡
つ
た
が
、
鵬
れ
も
輔禦
榊膨
に
あ
ひ

噌
把
峨
煎
の
朧
の
脱
に
懲
蝋
を
撮
っ
た

伊
藤
兄
弟
の
奮
職
ー

初
陣
の
甲
南
快
勝
す

庭
球
本
嬰
ゾ
ー
ン
試
合
成
績

斑
舞

ひ
尾
濫
懸
蹴
齢
鰍
侃
口
臨
郵
八

躁
郵
曝
胤
獣
職
賊
彫
繊
匿
蹴
淵
蹴
鵜
融

ゾ
ー
ン
は
十
王
日
㌍
献
九
険
卿
製
コ
ー

ト
に
灘
て
卿
檸
騨
融
融
野
齪
榔
融
蜘
鞍

を
悌
て
蹴
姫
さ
れ
た
が
・
戯
蝦
腱
の
鶴

レおだいせんもん
ぷ

しミ
う

つひ

のち
べ

勝
校

紳
戸
商
大
職
門
部
は
遂
に
メ
ン

バ
ー
鷹
は
ず
、
恥
鋭
簾
の
や
む
な
き
に

惣
り
.
こ
の
鵡
飢
に
一雛
の
編
し
さ
を

◇
庭
球
優
勝
試
合
◇,設

祓 論 、ち輔
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㍉
郵

織
ぜ
し
め
た
が
酢
調
艦
ジ
ユ
昌ア
ー
繊

我
鍵

嶽

を
躍
し
て
畿

を
ね
ら
ふ

耽
醗
灘

が
縢

し
た
の
で
餐

腱
の

お
ヨさ
か
か
つ
あ
コお
よ

ラ

ソ

ナ

ー
ス

ア
ツ

ブ
、

大
阪

高
校

及

び

く
わ

ち
う

レコう
ミ
ま

だ
わ
よ

東

晶以
商

山へ
豫
科

の

「二
校

チ

ー

ム
が

「二

磁
と
な
つ
て
彫
羅

を
繍
ふ
こ
と
・
な

り
、
プ
ア
ン
の
殿
蜘
は
郷
露
に
凄
し
た

鰻
繊
瀞
の
嬬
し

◇
第
一回
戦
(
十
五
日
、本
學
コ
ー
ト
)

▲
名
古
屋
高
間
軌ー

O彦
根
高
商

ち
り
てね

ゐ

しゆき
おほ

な
ロ
マ

地
理
的
に
見
て
、
刺
戟
の
多
い
名
古
屋

か

せんれん

かっしな
高
商
チ
ー
ム
は
、
可
な
り
洗
紋
さ
れ
て

ダ
ブ
ル
ス
N
o
2
の
三
角

綴
晦
騒

ひこ

ひこ

戸彦
、と
シ
ン
グ
ル
ス
N
o
1
∵
角
(彦
)

おむしろ

レ
あひ

が
、
面
白
い
試
く月を
阿晶せ
た
か
、
いつ

れ
も
ス
ト
レ
ー
ト
で
敗
れ
た

▲東
ゑ
商
大
豫
科
甲
1
1
団和
歌
山
高
商

蹴
一磁
繊
獣
厨
の
嬬
誹
儲

ダ
ブ
ル
ス

は
一警

・
シ
ン
グ
ル
ス
は
罵
餐

・

3
ほ
鷲

N
o-2
は
秒
が
騨
つ
て
・
セ

ツ
ト
オ
ー
ル
と
な
り
・
H
o
1
で
際
駈

を
灘
し
た
が
・
難

槌
鹸

繕

く
磯

ん
ど
隙
駄
と
な
ら
ず
載
概
に
騨
つ
・

▲旗
翻
聡間
奪
工

航
蚕

く路
m科
輯

ダ

ブ

ル

ス
は
縢

饗

臨

シ

ン
グ

ル
ス

ヒち

ぽ
い

よ
ヒミま

と

は

旧
勝

一
敗

の
ち

、
横

磧

の
N

o
1

戸

峨
叢

し
て
・舞

二

◇

ぜ
二
闇凹
験

〔
十
・五
日

"

十
・六

日
【

本

悶學
、

=
萱
岡
咽㎜
}コ

ー
ト
)

△
策
京
滴
大
豫
科
も◎
ー

博名
占
屋
高
商

ダ
ブ
ル
ス
に
鷹
て
N
o
2
腱
麟
綴
(名
)

ほ
棚
旦
響

説
し
め
て
齪
に
。i
°。
気

く
ゼ
と
ら

ゐ
の
う
へ

ー

馴
の
ス

コ
ア

ー
で
快

勝

、N

O
2
井

上

(卿
)鰹
罐

を
⑦墨
'
〒
ぞ
磁
つ
て

無
を
け
い
た
が
・
謹

瀧

蕗
は
盤

や

か
とう

屋
の
N
o
1
加
藤
を
、
わ
つ
か
=
ゲ
ー

ム
を
謙
し
た
ば
か
り
ξ

碁

を
さ
し

て
し
ま
つ
た

(
高
松
高
商
。。i
憎横
濱
商
專

朧

騒
ス
・
レ
ー
ト
轟

つ
て
醗
齪
職

な

は

つ
ぼ

し
あひ

の

た
め
に

氣
を

吐
け

ば

、
次

の

こ
試

合

ほ
融

リ
ー
ド
N
。
毒

嘩

寧
難

蓼
離
は
・
瀦
璃
ネ
パ
リ
僻
つ
た
が
・

雌
静
虜
ち
三
鰹
こ

△京
榔
高
工
守
ー
占
松
汀
高
校

シ
ン
グ
ル
ス冠
0
2
に
て
眼
に
四
勢
蹴

せハ
な

コつえ

し
ゆ

の
成
紙
と
な
り
松
吐
の
H
o
1
志
賀
は

無
楓
し
た

ム
大
阪
高
校
9。
ー
ー
悼大
阪
商
入
豫
科

ダ
ブ
ル
ス
で
揚
嵐
し
て
一鰍
一
・
シ
ン

グ
ル
ス
驚
麟
謝
臓
を
澱
じ
て
一
銃
一
て

んロうっ
かあ

大
高
の
勝
と
な
つ
た
が
、
N
o
2

N

§

の
一.紮

は
廃

麟

・
瞭
陽
綴

欲
し
た
撰
だ
つ
た
が
N
o
1
嚇
醸
の慰

賦
て職
殿
鰯
に
ガ
融
㎜
に
麟
つ
た

ハ
段
濱
高
商
ω～

悼高
岡
高
藺

騰
激
認
露

観
の
三
瓢
を
戴
駄
・
緯
く

二
鰍
ぽ

離

繋
膨
し
て
三
蝶
二

▲
高
知
高
校
劇ー

図京
都
高
猷

シ
ソ
グ
ル
ス
N
。-
三
府
賠
熱
脚

'て

薦
甜
融
謙
鵬
か
に
一瓢
を
篠
た
の
み

▲
甲
南
局
校
劇ー

戸=
「高

N
O
3
楠
}麓
職

)揚
繊
の麗
三
融
跡
嘱

に
敗
れ
た
が

侮
ほ
蟹
諮
鰍
職
に
職
献

の
も
の
と
な
る

▲
六
高
匂9t

団繭
井
高
∫

六
融
ヨ
瓢
を
鮫
脇
し
た
の
で
シ
ン
グ
ル

ス
N
o
2

、N
o
3
は
六
葎

◇
第
「二
回
臨賊
(十
六
ロH、
十
七
日
㌧

△
貞
京
商
大
豫
科
㎝1

0高
松
高
商

漿

愚

て
監

ひ
の
磁
あ
り
・
譲

鵡
粥
せ
ず
し
て
鵤
れ
も
ス
ト
レ
ー
ト
で

膨
つ

▲大
阪
蕎
校
◎◎l
l
"京
都
高
工

こ
れ
驚
躍
態
ひ
の
ゲ
ー
ム
で
懸
融
騰
擁

の
竃
懸
を
瞬
徹
、
駿
購
の
諦
盈
に
具
へ

る
た
め
儘
は
護

し
て
し
ま
?

▲
高
知
筒
校
頓1
i
博横
濱
高
商

ダ
ブ
ル
ス
竺

響

解
く
ラ

ソ
グ

ル
ス
ウ
離
矯
騨
つ
て

ヨ
神
(艘
ほ
黙

賊
し
て
「勢

二

▲
旧甲南
蜘局校
吟ー

桝山ハ高

鶴
脇
を
即
指
す
職
蔽
融
襟
は
鈍
侃
観
に

礎
搬
の
勢
を
瀦
し
・
蹴
六
融
翫
に
瓜
N

・
3
P
彿
か
縫
園
に
ジ
テ

夢

繰
り

かへ返し
て
敗
れ
た
の
み

◇
准
決
勝
職
(卜
入
日
)

▲甲
南
高
校
盛1
ー
昌高
知
高
校

(禰

淋

露
腿

楠

本

伊
藤
∩弟
)

伊
藤
(兄
)

購

,。っ

獲
し
く
蟹
瞭

棄66666666

隈1鵬IUl
ハ 　三三 大三三松佐

茶茶 多 茶杢 木
呂善 和 膳 島山

 

醗
の
活
躍
睡
賢
し
く
融
疑
の
譲

も

▲
大
阪
高
校
り。1
1
団東
京
間
大
豫
科

　
よ

(融

梱

β
1

・
織

醸

ハO1

0幽

　

ム　やま

大
會

を
當

込
み

共
濟
部

の
活
躍

自
韓
画
預
り
と
氷
屋

蝿
騰
齢
では
襲
蕊
を
欝
て匙
ん

で
・
灘
に
相
瞳
は
し
い
敷
鹸
灘
を
は
じ

め
.
融
購
愁
蜜
肱
を
癒
し
て
ゐ
る
、
そ

れ
は
鰍
蹴
グ
ラ
ン
ド
の
購
暖
に
.
齢
蟻

盤

り
辮

慾

五
繊
)と
職
露

麺

ユ
罪

鐡
)を
や
つ
て
ゐ
る
こ
と
と
・

場
の
虞
嘔
に
湘
啓
を
は
じ
め
た
こ
と
だ

鵬
れ
も
瀞
灘
に
昨
た
講
み
と
し
て
一日

五

六
十
駿
の
鵬
恭
は
隙
鷲
で
、
涌
塾

の
麓
も
齢
い
の
と
蒔
礎
よ
り
臨
畿
露
く

し
て
ゐ
る
の
で
こ
れ
疏
無
携
講
を
躍
し

て
ゐ
る

(窟
照
は
共
潴
部
の
自
鱒
車
預

り
と
氷
屋
)

　蟹 場南

蟹 山
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画
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幽
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棄
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後

藤

壇

山

村

上

鶴
総

趣
は
齪
に
雅
決
勝
既
に
灘
て
灘

を
離
し
た

畷
敏
の
鵬
駿
を
酔
指
す
鶴

融
踏
は
灘
緑
と
敵
献
し
た
が
灘
ば
す

際
寂
齢
融
の
た
め
に
野

た
欝
離
(τ「ワ一i、
封
)

の
嬬
き
は
[.隊
に
灘
ぶ
廠
欝

蝋
に
も

彫
せ
ず
「こ畔
蹴
も
断
つ
た
が
翻
に
磁
れ

と　ぜら

をいお

レ
あひ

最
後
の
試
合
は
①ー

も◎東
商
リ
ー
ド
の

嚇
庶
融
野
概
し
て
観
っ
た
か

こ
の
一

幾
凶に
戦
欝
七
蹴

判
を
壁
し
た
艶

畷
で
あ
つ
た

◇
決
勝
賊
(+
九
日
、
木
學
コ
ー
ト
)

ム
ゆ
　り　ハ　
ハねく

タ　
の　　　　ハ

(補

嚇

6
,1

1
(貼

梱

(岬鑛
路

楠

本

伊
藤
(弟
)

藤
伊
(兄
)
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ワ
゜
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震

饗

.粛 ξ＼

甲
鷹
灘
舞

づ
ス
ト
レ
ー
ト
で
験

ば
郷
く
娩
離
購
購
雛

聾

を
ド
し
た

と

か
=
セ
ツ
ト
を
取
ら
れ
三
セ
ッ
ト
よ
り

簾

し
て
三
セ
ッ
ト
を
磁
ふ
・
補
誕

脇
し
て
醗
叢

し
・
愁
醸

謹

し
て

五
野
○
の
ス
コ
ア
ー
で
・
初
峨
の
鳴
醸

離

蓑

ゾ
ー
ソ
・幽

嚢

と
な
つ
た

山
田
(棄
)

矯
山
(棄
)て鍵簸

蠣

廿
岡
日
霞
ほ
眠
購
に
九
慧
ゾ
ー
ン

の
紳
麟
と
の
戴
瞭
灘
脇
が
篠
は
れ
ろ
讐

射
撃
職

大
外
語
優
勝
す

融
畿
庶
館
の
灘
妙
り
を
弓灘
糞
は
る
鐵

薙
整

七
月
+
二
日
鰍
禦
載
に
講

とヒんか
へう

もツ

ど

えん

およ

謬
加
校
け
二
十
校
に
及
び

百
度
の
炎

際
P
に
・
丈
争
醗
り
幽
糧
を
散
ら
す
携

蹴
を
纏
け
・
跡
栽
帥
儲
て
は
鷲
離
嵩
の

藤
歯
・
愁
臓
静
の
傭
麟
・
欝
摩
の
せ
り

齢
ひ
が
雛

を
瀞
き
・
騰

義
。ひ
は

だいさゆヒ

ドリし
を　

かう
くれかだい
カゆ

大
外
語
、
研
恋
嘘

ヨ
高
.
關
大
、
甲

蔽
の
融
朧
の
黙
ひ
磁
後
ま
で
朧
騰
の
臨

鵬
れ
と
も
わ
か
り
か
ね
る
と
い
ふ
輌
騰

で
あ
つ
た
が
・
繕
臨
は
瀞
の
婬
く
・
謙

縢
は
懸
臓
詐
僻
凝
は
緬
醗
(轍
瀧
窮
)盤

職
し
た

(團
幽
胆
)
大
外
語
-
二
七
四
▼
三

高
ー
二
四
〇
▼
關
山く二
一六
▼
m甲南

二
　九
▼
同
大
ー
二
一
二

【
個

人
】
永
澤
(名
高
工
Y

四
五

▼
仲
庭

(大
外
語
)
ー
四
四
▼
武
居

(大
外
語
)
i
四
三
▼
志
達
(甲
南
)ー

四
三
▼
郡
司
(京
藥
)ー
四
三
▼
八
十

原
(關
大
)i
四
三

弓
勢
す

る
ご
く

金
的

を
ね

ら
ふ

高
專
競
射
大
會

融載
醗瀧
掻
餓は
十
九日
から
縫彿
鉱

百
は
護

七
呼

整

短

臥
臨

の
毒

に
賜
つ
議

験
に
嬬
ま
り

級

つ
て
七
職

か
ら
灘

鑑

難

を
ト

ツ
ブ
に
跳
曾
戯
艶
帰
こ
の
激
簾
畿
穐
五

轍
ぞ

鍵

の
魏

を
鵬
て
轟

す
る

ど
く
醜
を
ね
ら
ふ

麟
一
日
は
だ
の
媛

く
磯
ど
犠

せ
る
餓
箏

瀦
し
鶴
盤

の
欝
鶴
を
騰
さ
ず

際
駈
ほ
侃
廿
H日

の
撰

印
の
驚

に
か
ら

て
ゐ
る
・

蹴
一日
餓
繊
織
瓢
は
瀞
の
錨
り
(瀾
勘

露

)
▼
得
驕
十
九
織
,
高
知
高
校
、
佐
賀

高
校
。
彦
敬
高
商
▼
得
勘
+
入
鵠
、

・七
高

六
ハ局
、
長
崎
高
商
▼
得
鰍開十

,
七
齢
,
各
古
屋
高
工
、
紳
宮
皇
韻
館

▼
得
鮎
十
山ハ鮎
,
塙二高
、
入
高
、
小

櫛
高
商
,
徳
軸島
高
工
▼
湘得
鮎
十
五
鋤

山
ロ
高
校
、
愛
知
轡
豫
、
名
高
商
▲

縛
酷
う
四
噛
四
高
、
大
阪
商
豫
、
廣

島
高
節
、
大
分
高
商
▼
褐
鮎
十
三
鮎

碑
闘
大
專
▼
得
錨
十
こ
鮎
大
阪
高
校

▼
徳
識
十
一
世
五
高
、
姫
路
高
校
、

慶
島
漏
工
、
富
山
豪
專
▼
揚
貼
十
鮎

・熊
本
盤
踊
凧
大
阪
外
語
▼
窩
鄙詰
九
鵠

漏
岡
高
校
.
東
京
高
師
、
高
松
高
商

演
松
高
工
▼
鴛
黙
六
鮎
高
岡
高
商

金米翻

翻驕
士土 士士

笠 舟愛

井 木川

房 秀東

雄 治苧

創 推蟹
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一流
の
藥
盾
に
有
り
鉦、き
時
ば
獲
冒
元
へ

米

新

藥

研

究

斯

大
阪
臨
曝
H【晶小橋
剖肋
四
[丁
日
一

ク

ス
リ

熊

野

電

停

前

東
山
藥
局

電

上

三

一
四
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轡
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凡

7
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鱗
簾
鰯
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百
萬
遍
電
停
酉
一丁
牛

西

園
寺

公

邸

北

大
日
本

竹
道
學
館

本
部

振
替
大
阪
八
三
三
五
九
番

京

都

曲學
生

聯

盟

本
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曜(日貌 七 十=胃 薦

穂
高
ヂ
ヤ

ン
ダ
ル
ム
の
偉
客

、
'
薪

族
行
部
の
伊
藤
君

奥
穂
高
に

ヂ
ヤ
ン
ダ

難

蝦
・
職
職
閉
、撚
雌
腰
欝
殿

琶
ん
か

σ

譲♂、1譜

 

新
記
録
を

硫
壁

や
一綴
登
山
家
か
ら
齢
段
さ
れ
て
ゐ
た

撫
馳
盤
よ
り
殿
穂
蹄
ジ
ヤ
ン
ダ
ル
ム

(02
首
農
目
O
)
へ
の
初
磯
裂
は
齢
る
十

七
日臨
に調
護
舞

駁

静
【.晩
蝋
換
灘
鑑
鰐
一樵
に
鰹
つ
て

麟
魔
し
て
こ
の
概
轡
を
罵
製
が
齢
め
る

に
慧
り
・
齢
勲
}に
セ
ソ
セ
ー
シ
ョ
ソ
を

捲
邊

し
た
・
襲

晦
醗
離
裾
雌

轟
,
灘

灘

寡

麗

と
し
て
蜘

ら
れ
俄
瞳
の
鵬
瀞
も
㍉
欝
る
七
B
か
ら

漁
離
准
融
}に
厳
酔
つ
て

梵
一騰
の
駿

を
律
ち
っ
、
.
賊
鵬
㎜を
溌
げ
、
十
一
月

即
に
こ
の
甦

和
蹴
の
撫
蝉
鍛
よ
り
す

犠

、

ル
ム
の
新
コ
ー

ス
開
拓

る
盤
醐
に
泌
雍
し
た
も
の
で
あ
る

-

備
考
Ω
2
"亀
葛
Φと
は
山
陵
上

主
峰
め
附
近
に
饗
ゆ
る
塔
状
の
燈
嶋

憲
兵
と
蒸
ふ
字
嚢
通
り
主
峰
の
卿
に

其
前
榊帽
ど
い
31認
に
い
か
め
し
く
侍

り
撃
ゆ
る
岩
峰
を
指
す

ー
1置
亘量
▼慶▼
5ー

に
態
し
て
慧
獄
職
.
解
し
ろ
穂
獄
な
静

澱
籔

と
て
脚
舗
は
配
灘
に
牒
仲
く
も

②
と
麟
つ
て
ゐ
た
鷹
が
・
砂
離
鷲
とは

.じ
め
の
う
ち
糠
の
磯
く
麟
M難
ニ
セ
ツ

ヂ
撃

野

て
し
ま
つ
た
・
無
を
篠
ん

だ
一麗

嘩

擁

が
ミ
ス
す
る
艇
に
賎

部
購
ん
に
蜜

し
て
ゐ
た
が
・
撫
て
ほ

怒
り
灘
す
幾

に
・
瀦聡
とす
つ
か
り
覆

い
れ
入
つ
ち
や
っ
て
,
ミ
スす
る
た
び
に

雇
恥
の
爵
を
ソ
ツ
ト
響
み
恥
し
て
ヒ
ヤ

ヒ
ヤ
す
る
の
に
醗
勲
離

か
っ
て
ヤ
y

、ヤ
の
髭

ぶ
り

だ
が
癬
く
三
セ
ツ
ト

を
謬
野

て
臨
に
鍵

灘
の
機
と
な
つ

た
の
ほ
涜
石
と
う
な
つ
か
せ
た

◇
…

岳
彌
の繊
瞳
景

鑛

輯
謙

と
艶
ふ
や
う
に
な
つ
た
鰯
職
僻
腱
は

'

ま
ん
潜

欝

つ
て
ゲ
ー
ム
に
講

し

て
ゐ
る
が
・
こ
れ
急

つ
け
知

舞

難
鵯
濠
カ
メ
ラ
を
灘
け
た
臓
・
麟
塀
が

ら
に
も
な
く
恥
つ
か
し
が
つ
て
婁

そ

む
け
て
し
ま
つ
た
・
繋

せ
ず
パ
チ

ン
と
や
つ
て
か
へ
つ
て
く
る
と
、
満
石

サなぽい

ほ
商
賛

コ
ソ
パ
ク
ト
を
出
し
て
し
き

り
に
縷

を
嬬
め
る

「メ
ー
ク
ア
ツ
プ

が
す
ん
で
か
ら
撮
れ
ば
よ
か
つ
た
」
と

期
瓢
職
に
く
や
し
が
つ
て
ゐ
た

◇
…
:離

跡
蘭
帥
爾
看
轡
衛
の
糊逓
りぽ

ゆつナつ
かうた

ヒうレお

せんしゆ

立
激
の
幸
田
選
手
が
優
勝
し
た
が
、
同

瓢
は

融
職
雌
鶴
に
彪
督
つ
て
や
ほ
り

篇
駿
で
篠
は
れ
た
銭
昨
麟
職
颯
齪
窮
灘

瀦
職
瓢
蹴
に
も
躾

し
て
・
難
禰
麗
畑

の
難

に
措
慰
し
た
、
そ
の
曝
は
騰

大

會

残

り

の

ス

ケ

ジ

ユ

ー

ル

儀
廿
一
日
ほ
融
概
鵡
徹
の
ク
ヲ
イ
マ
ツ
ク
で
、
四
つ
の
蟹

が
、
載

製
で
彿
ほ
れ
て
ゐ
る
が
・
瞭
に
織
騰
し
た
の
は
鐵

・
鑛

蕎

牌
離
灘

瞭
蹴
職
駁
ゾ
ー
ン
・
撚
蹴
の
識

蹴
・
な
ほ
一懸
に
莇

つ
て
麩

な
霧
き
ア
ス
リ
盲
ト
の
瀧
緻
が
慧胤瀞
尉
礁
に
畷
蹴
さ
れ
る

離

楼

の
難

爾
塞

の
蹴
り

・

◇
柔
道

争
國
決
防
二
十
日
-

二
十
一
日
r武
徳
殿
)

◇
弓
蓮

今
廿
一日
を
以
て
終
了
(本
學
弓
場
)

◇
馴
涌

廿
三
日
ま
で
(木
撃
道
場
)

　

◇
水
泳
゜
骨
四
日
i
刊
宏
日
第
叫ご
回
全
陶
高
校
水
上
競
校
豫
鵠
景

　

第
六
回
中
部
高
校
水
上
大
動
(本
學
プ
ー
ル
)
▲珪
六
日
-
廿
七

9

日
憂
國
高
專
ホ
上
大
會
(本
學
プ
ー
ル
)
▲
八
月
二
i
「二
日
金
國

高
校
永
上
大
會
(幅
岡
酌
大
濠
、7
ー
ル
)

◇
庭
球

廿
「二
目
唄
7
京
大
、
九
犬
雨
ゾ
し
ン
優
勝
者
決
勝

(本

學
コ
ー
ト
)九
州
地
方
暴
風
の
爲
九
大
ゾ
ー
ン
の
終
了
お
く
る
)

◇
野
球

廿

一日
か
ら
鱗剛.一㎜課賊
内
廿
四
日
優
勝
㎝賊
(本
學
グ
ラ

ゥ
ン
ド
)
▲
汁
七
ー
背
八
日
季
國
決
勝
腰
(甲
子
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
)

◇
蠕
艇
、
廿
六
ー
晋
・七
口呈
闘
　高
校
敵㍑価
偏大
倉
(翠
円川
コ
ー
ス
〕

▲
八
旦
一百
中
等
學
鞭
競
漕
大
魯
(大
津
右
傷
濱
)

◇
藍
球

膏
剛二日
-
廿
六
日
(宙仙京
府
立
一申
コー
ト
4

◇
陸
上
競
狡

廿
山ハ回Hー
廿
七
日
(肋明
治
紳
叫宮
外
封夘
競
捜
臨陽)

ゴ

…
…
蕊

の
離

で
・
職
職
の
砂

癖
麟
瀞

脚
黙
も蕊
翻

騨
響
野

ー
』
と騰
繋

譲

ギ
夫

日
欝
の
馨
灘
瞭
紮
轍
溜
蹴
で
醗
鋸
の
擶

蹴
を
騨
く
う
ち
に
発
織
に
睡
さ
れ
る
、

哨鑛
鰐
驚

ま
こ
と
に
卸
ぐ
る
し
い

も
の
で
・
禰
つ
難

愉
・
翠
灘
の
織
を

廃
て
俄
懲
か
瓦
る
ε
の
な
い
や
弓
難

し
て
い
た
萎

た
い
」
と
駐

畢

ン

と
く
る
謙
静
ー

つ
ま
り
弔
は
鮮

器

し

ゆ

て
る
も
の
で
、
師
に
引
く
も
の
で
な
い

髪
徹
難

藁

を
廃
て
瀦
せ
…

と

い
ふ
わ
け
な
ん
な
す

◇
重
…
彫
灘
の
姐
砕
ス
タ
ー
で
彫
陣
に

購

フ
ア
ン
と
し
て
蓉

な
慶

ε
伽

璽
雛
騒
騨
鱗
駿

離
と
鹿
な
す
婁

を
騰
へ
て
ゐ
た
が
・

籔
鴎
は
ス
・
パ
リ
鵡
響

に
な
つ
て
葬

て
・
粥
膿
の
無
を
瀦
し
て
聡
ひ

鰯
に

鑑

を
か
ち
轡
た
の
だ
、
で
.
聡
昨
瓢

の
講

と
饗

の
蹴
に
一
蹴
の
蹴
懸
踊

　

鰍
が
あ
る
差

な
いと
藪

と
り
ぢ

㎝

◇
:
・躍
燦
の
幾
㎝8
・
麗
製
欝
の
隙

'
}}

お

で
こ
ち
ん
ま
・り
と
や
っ
て
を
る
の
で
掘

し
婁

る
プ
ア
ン
は
磯
ど
離

蟹
に
す

}

ひ
と
ら
れ
る
馨

が
磁

と
沖
つ
て

}

お
よ
ゐ
くせ
い
セ

ミ

ぽ

飾

も
女
躯
生
向
ぎ
の
養

だ
け
に
,
だ
ん

り

おぽ

おく

くオしゼ

リつへ

ぜ
ん
美
し
い麹
衆
が
多
い
.
恐
ら
く
こ

癖

の
瓢
で
は
愁
飢
伽聯
一
だ
ら
う
「蠣
に
な

い
そ
え

麹
栽
の
齢
蹴
」
と
蓼
歳
蹴
牌

も
掴
難
ぴ
だ

.

刊

行

の
辮

文
化
哲
穆
の
研
鰹
に畢
生
の
努
力
を
さ
、
げ
て
そ
の
高
遇
な
る
思
璽
の
准
趨

に
世
の
硯
聰
を
あ
つ
め
た
る
も
の
左
右
田
喜
一郎
博
七
の'如
き
ほ蓋
し
吾
邦
思

想
界
に
在
て
虞
に
稀
有
の
人
と
衛
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
犬
費
の
大
才
ぼ
少
辻

既
に
貨
僻
僅
値
踊
上
に
筋
學
読
を
な
し
て
謝
期
的
業
緻
を
と
9
め
・
=
十
年
不

闘
の
琢
聯
は
つ
ひ
に
「左
右
田
哲
攣
」
の
境
地
を
拓
い
て
永
く
吾
が
學
問
界
に

寄
輿
す
。
そ
の
隼
潭
の
輝
か
し
き
記
録
は
親
し
く
吾
等
の
目
前
に
展
べ
ら
れ
て

生
前
の
颯
爽
た
る
風
貌
を
偲
ば
し
め
て
鹸
り
あ
る
。
今
之
等
の
螢
作
を
あ
つ
め

て
世
に
出
す
こ
と
は
文
化
の
増
澹
を
念
ふ
麿
の
捜
擁
な
り
と
信
ず
る
も
の
で
あ

'る
。
之
を
若
し
蟹
に
博
士
を
懐
ふ
私
構
に
阿
る
も
の
の
企
て
と
宥
る
人
あ
ら
ば

そ
の
人
未
だ
か
Σ
る
大
い
な
る
魂
の
成
長
の
跡
付
け
が
人
聞
文
化
の
上
に
如
何

な
る
置
要
を
値
す
る
も
の
な
る
か
を
悟
ら
ぎ
る
も
の
と
い
ひ
た
い
・
璽

の
思

想
文
章
と
も
に
華
麗
塞
漠
を
敏
つ
て
つ
ね
に
從
來
蓮
行
の
思
想
學
説
を
眞
に
喩

ゆ
る
の
確
心
を
挨
て
始
め
て
述
作
を
公
け
に
し
、
そ
の
間
寸
毫
も
浴
旋
に
阿
る

の
跡
を
見
な
い
。
時
に
興
へ
ら
れ
た
難
解
の
職
の
如
き
は
既
苦
心
に
想
ひ
到
ら

ざ
る
に
噛出
つ
る
。
講
想
の
雄
漢
周
密
な
る
に
加
'へ
て
行
交
の
暢
畜
な
る
宜
備に
衛

易
か
ら
ず
、
吾
邦
讃
書
界
近
時
め
趨
勢
は
恐
り
く
博
ナ
の
業
に
向
つ
て
難
解
を

嘆
じ
て
已
む
が
如
き
こ
と
な
か
る
べ
き
を
吾
等
は
信
じ
て
疑
は
な
い
。
藏
に
不

騨

交
を
顧
護
ず
刊
行
の
趣
冒
を
述
べ
て
江
湖
に
訴
へ
吾
等
の
企
て
を
捜
助
せ
ら
れ

ん
こ
と
を
希
ふ
次
第
で
あ
る
。

川本輻

村露 田

豊謙 徳

三三郎

杉勝

村 本

廣 鼎

藏一

推
薦
の辮

西
田
幾
多
郎

(餉
略
U

私
は
二あ
費
格
が
な
い
か
ら
左
右
田
博
士
の
紳
濟
學
に
つ
い
て

は
何
事
も
去
ひ
徳
な
い
か
、
マ
ル
ク
ス
全
感
の
今
日
左
右
田
博
士
の
誓
鳳甲

の
姻
き
は
既
に
過
去
の
イ
デ
ォ
ロギ
イ
と
し
て
顧
み
る
に
足
ら
ぬ
と
思
ふ

へ
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
生
命
の
流
は
傑
く
旺
つ
廣
い。
麻
史
の

進
行
は
軍
な
る
過
ま
の
否
定
で
は
な
く
し
て
そ
の
止
揚
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
況
↓
て
カ
ン
ト
の
理
想
主
義
に
つ
い
て
は
種
々
論
ず
べ
き
も
の
が

あ
る
と
巷

も
、
我
々
の
深
い
情
紳
生
活
に
哲
離
的
根
抵
を
與
へ
た
も
の

と
し
て
長
く
そ
の
意
味
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い。
特
に
左
右
田

博
士
ほ
補
.に
西
閑
學
眠
の
哲
學
を
學
ひ
盤
た
ン
い
ふ
の
で
は
な
く
、
自
ら

考
蟹、た
入
ζ
あ
る
、
自
ら
歩
い
た
入
で
あ
る
。
而
し
で
我
國
の
思
想
界
に

於
て
彼
自
身
の
足
跡
を
魁
し
た
入
て
あ
る
。
こ
の
全
築
に
よ
つ
て
我
々
は

'氏
の
足
跡
を
後
世
に
傳
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
り

.
私
ほ
左
為
田餓
Ψ士
と
深
く
交
つ
外
と
い
ふ
聞
柄
で
は
な
い
が
、
氏
は
胤圓

覧理
を
愛
す
る
の
念
に
深
、
、
固
く
自
己
の
立
協
を
把
握
し
て
、
首
尾
貫
徹

せ
さ
る
は
な
く
、
議
論
周
密
明
晰
に
し
て
氏
と
立
場
を
異
に
す
る
も
の
と

・云
へ
ど
も
、
琢
に
よ
つ
て
啓
襲
せ
ら
れ
た
も
の
如
何
に
多
か
わ
し
か
を
思

一は
ざ
る
を
繰
な
い
。
不
幸
に
し
て
犬
こ
の
學
界
の
好
漢
に
年
を
借
さ
ず
、

ワ大
に
成
す
あ
ら
ん
と
し
て
単
く
既
に
鬼
籍
に
ヒ
リ
し
二
と
よ
。
私
が
左
右

田
博
士
の
爲
に
惜
む
の
は
一
に
彼
が
銀
行
家
の
家
に
生
れ
し
こ
と
、
二
に

・年
未
だ
知
命
に
翌
ら
ず
し
て
逝
き
し
こ
と
で
あ
る
。
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